
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 歴史総合 
単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 「歴史総合」 （実教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、内容によっては周りの人と協働で考える活動を行います。 

・授業用のノートとファイルを用意してください。 

 課題についてまず自分で考えてみましょう。ただ、板書したことやスライドをノートに写すだ

けでなく、自分で考えたことと史実とのギャップを確認するようにしてください。歴史に対す

る興味が深まるきっかけとなります。 

・ノートとファイルは、定期的に提出してもらいます。 

・授業中のノートについては板書やスライドを書き写すだけでは、評価が低くなります。授業の

ポイントや自身で気付いたことなどをノートの枠外に記入していきましょう。 

・パソコンを準備し、キーワードや疑問を感じた事柄をネット検索して調べるようにしましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，

広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有

為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

（1） 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野か

ら捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴

史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

 

（2） 近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，

相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考

察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，

構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

 

（3） 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的

に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通し

て涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊

重することの大切さについての自覚などを深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

○近現代の歴史の変化に関

わる諸事象について，世

界とそのなかの日本を広

く相互的な視野から捉

え，現代的な諸課題の形

成に関わる近現代の歴史

を理解している。 

○諸資料から歴史に関する

さまざまな情報を適切か

つ効果的に調べまとめる

技能を身につけている。 

○近現代の歴史の変化に関わ

る事象の意味や意義，特色

などを，時期や年代，推

移，比較，相互の関連や現

在とのつながりなどに着目

して，概念などを活用して

多面的・多角的に考察した

り，歴史に見られる課題を

把握し解決を視野に入れて

構想したりすることができ

る。 

○考察，構想したことを効果的

に説明したり，それらを基に

議論したりすることができ

る。 

○近現代の歴史に関わる諸事

象について，見通しをもっ

て学習に取り組もうとして

いる。 

○よりよい社会の実現を視野

に，自身との関わりを踏ま

えて学習を振り返るととも

に，次の学習へのつながり

見いだそうとしている。 

○近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について，よりよ

い社会の実現を視野に課題

を主体的に追究，解決しよ

うとしている。 

○多面的・多角的な考察や深い

理解を通して涵養される日

本国民としての自覚，我が国

の歴史に対する愛情，他国や

他国の文化を尊重すること

の大切さについての自覚な

どを深めている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第 

１ 

章 

近
代
化
へ 

の 

胎
動 

１ 江戸時代の日本と東ア

ジア秩序の変動 

２ 江戸時代の生産・流通と

諸改革 

３ 幕政の改革と東アジア

世界 

 

a:１８世紀の日本からみた東

アジアの政治・経済と社会を

理解することができる。 

b:１８世紀とその前後の日本

における経済活動の特徴、清

などのアジア諸国との関係

などを多面的に考察するこ

とができる。 

c:１８世紀とその前後の日本

と周辺地域の動向について

興味をもち、日本とアジア諸

国との関係を考察しようと

している。 

定期考査 

 

 

 

単元毎小

テスト 

定期考査 

 

 

 

調べ学習

内容 

調べ学習

態度の観

察 

 

提出物 

 

 

第 

２ 

章 

欧
米
の
市
民
革
命
と
「西
洋
の
衝
撃
」 

４ イギリス産業革命とアメリカ

独立戦争 

５ フランス革命とウィーン体制 

６ アメリカ合衆国の発展とラテ

ンアメリカの独立 

７ オスマン帝国の衰退とロシ

ア 

８ アヘン戦争の衝撃と日本の

開国 

９ 江戸幕府の滅亡 

a:ヨーロッパやアメリカ大陸

における政治やアジア諸国

と欧米諸国の貿易などを基

に、１８世紀とその前後の世

界の経済と社会を理解する

ことができる。 

b:１８世紀とその前後のヨー

ロッパやアメリカ大陸、オス

マン帝国でのできごとや影

響などに着目して、世界各地

域の動向を多面的に考察す

ることができる。 

c:１８世紀とその前後のヨー

ロッパやアメリカ大陸とア

ジアとの歴史の変化に関わ

る諸事情について興味をも

ち、それらを世界各地域の動

向や関係性の考察に活用し

ようとしている。 

定期考査 

 

 

 

単元毎小

テスト 

定期考査 

 

 

 

調べ学習

内容 

調べ学習

態度の観

察 

 

提出物 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

第 

３ 

章 

欧
米
諸
国
と
日
本
の 

国
民
国
家
形
成 

１０ イギリス・フランスの繁栄と

イタリア・ドイツの統一 

１１ 明治政府の諸改革 

１２ 日本のアジア外交と国境

問題 

１３ 自由民権運動と大日本帝

国憲法 

a:１９世紀後半のヨーロッパ

と日本の政治と社会を理解

することができる。 

b:１９世紀後半の欧米諸国が

日本に与えた影響などに着

目して、１９世紀後半のヨー

ロッパの動きや日本と欧米

諸国との関係などを的確に

表現することができる。 

c:１９世紀後半のヨーロッパ

の動きと日本との関連に関

わる諸事情について興味を

もち、日本と欧米諸国との関

係を考察しようとしている。 

定期考査 

 

 

 

単元毎小

テスト 

定期考査 

 

 

 

調べ学習

内容 

調べ学習

態度の観

察 

 

提出物 

 

 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

の 

提
出 

近代化と現代的な諸課題 

 

ワークシート課題 

 

a:工業化が人々にもたらした

影響や諸問題に関する基本

的な事項を理解している。 

b:工業化が人々にもたらした

影響や諸問題に関する資料

から、有用な情報を選択して

活用し、自分の考えとしてま

とめ、表現している。 

c:主体的に資料を読みとき、工

業化が人々にもたらした影

響や諸問題について考察し、

表現している。また、こんに

ちの富の偏在や貧富の差が

もたらしている問題も視野

に入れて、学習にとりくんで

いる。 

 ワ ー ク シ

ート内容 

ワ ー ク シ

ー トの提

出 

 

第 

４ 

章 

帝
国
主
義
の
時
代 

１４ 帝国主義の時代へ 

１５ 朝鮮をめぐる国際関係と

日清戦争 

a:１９世紀から２０世紀初頭

のアジアの経済と社会を理

解することができる。 

b:１９世紀から２０世紀にか

けての欧米諸国の帝国主義

が世界に与えた影響などに

着目して、アジア諸国と欧米

定期考査 

 

 

 

単元毎小

テスト 

定期考査 

 

 

 

調べ学習

内容 

調べ学習

態度の観

察 

 

提出物 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

１６ 日清戦争後の東アジア 

１７ 日露戦争と東アジアの変

動 

１８ 日本の産業革命 

諸国との関係を多面的に考

察することができる。 

c:帝国主義や日本のアジア進

出に関わる諸事象について

関心をもち、それらをアジア

各地域の関係性や経済活動

の特徴についての考察に活

用しようとしている。 

 第 

５ 

章 

第
一
次
世
界
大
戦
と
大
衆
社
会 

１９ 第一次世界大戦 

２０ ロシア革命とソ連の成立 

２１ 米騒動とソ連の成立 

２２ ヴェルサイユ体制とワシン

トン体制 

２３ アジアの民族運動 

２４ 第一次世界大戦後の欧

米諸国 

２５ ひろがる社会運動と普通

選挙の実現 

a:第一次世界大戦の推移と大

戦後の国際秩序の形成につ

いて理解することができる。 

b:２０世紀初頭から戦間期に

かけての日本を中心とする

世界的な動きについて、多面

的に考察することができる。 

c:第一次世界大戦前後の社会

の変化について興味をもち、

社会の変容と社会運動との

関係を考察しようとしてい

る。 

定期考査 

 

 

 

単元毎小

テスト 

定期考査 

 

 

 

調べ学習

内容 

調べ学習

態度の観

察 

 

提出物 

 

 

第 

６ 

章 

経
済
危
機
と
第
二
次
世
界
大
戦 

２６ 世界恐慌と各国の対応 

２７ ファシズムの時代 

２８ 満州事変と軍部の台頭 

２９ 日中戦争と戦時体制 

３０ 第二次世界大戦の勃発 

３１ 第二次世界大戦の終結 

３２ 国際連合の成立と冷戦 

３３ 日本の占領と日本国憲法 

３４ 朝鮮戦争と日本 

a:第二次世界大戦へ向かう動

きと第二次世界大戦後の国

際秩序と日本の国際社会へ

の復帰を理解することがで

きる。 

b:世界恐慌やナチス・ドイツ誕

生の頃から第二次世界大戦

の後の日本の独立回復まで

の日本と世界の歴史の変化

に関わる諸事象について多

面的に考察することができ

る。 

c:第二次世界大戦の推移と第

二次世界大戦が世界に与え

た影響に興味をもち、第二次

世界大戦下の社会状況や日

本の国際社会への復帰につ

いて調べることができる。 

定期考査 

 

 

 

単元毎小

テスト 

定期考査 

 

 

 

調べ学習

内容 

調べ学習

態度の観

察 

 

提出物 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
提
出 

国際秩序の変化や大衆化と現

代的な諸課題 

 

a:大規模な人口移動にともな

う諸問題に関する基本的な

事項を理解している。 

b:大規模な人口移動にともな

う諸問題に関する資料から、

有用な情報を選択して活用

し、自分の考えとしてまと

め、表現している。 

c:主体的に資料を読みとき、大

規模な人口移動にともなう

諸問題について考察し、表現

している。また、こんにちの

移民・難民の受け入れ問題も

視野に入れて、学習にとりく

んでいる。 

 ワ ー ク シ

ート内容 

ワ ー ク シ

ー トの提

出 

 

３
学
期 

第
７
章 

冷
戦
と
脱
植
民
地
化 

 

３５ 植民地の独立 

３６ 米ソ両陣営の動揺 

３７ 日本の国際社会復帰と高

度経済成長 

 

a:１９５０年代の冷戦期から

１９７０年代の石油危機、日

本の高度経済成長期がおわ

るころの日本を中心とする

世界的な動きについて理解

することができる。 

b:冷戦が各国に及ぼした影響

に着目して、冷戦下の世界経

済や経済成長による生活や

社会の変容を多面的に考察

することができる。 

c: １９５０年代の冷戦期から

１９７０年代の石油危機、日

本の高度経済成長期がおわ

るころの日本を中心とする

世界的な動きについて関心

をもち、経済成長による生活

や社会の変容を考察しよう

としている。 

定期考査 

 

 

 

単元毎小

テスト 

定期考査 

 

 

 

調べ学習

内容 

調べ学習

態度の観

察 

 

提出物 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
８
章 

多
極
化
す
る
世
界 

３８ 石油危機と世界経済 

３９ 緊張緩和から冷戦の終息

へ 

４０ 日本の経済大国化 

a:市場経済と冷戦終結後の国

際政治の変容と課題を理解

することができる。 

b:市場経済のグローバル化や

冷戦終結後の国際政治の特

徴と日本の役割などを多面

的に考察することができる。 

c:１９７０年代に入り石油危

機などが起きたころから２

１世紀の現代までの日本と

世界の歴史の変化に関わる

諸事象について興味をもち、

それらを考察しようとして

いる。 

定期考査 

 

 

 

単元毎小

テスト 

定期考査 

 

 

 

調べ学習

内容 

調べ学習

態度の観

察 

 

提出物 

 

 

第
９
章 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
現
代
社
会 

４１ 地域紛争と対立 

４２ 国際秩序の変容 

a:歴史的経緯を踏まえて、現代

的な諸課題を理解すること

ができる。 

b:事象の背景や原因、結果や影

響などに着目して、主題につ

いて多面的に考察、構想し、

表現することができる。 

c:２１世紀に入った日本と世

界の歴史の変化に関わる諸

事象について興味をもち、そ

れらを現代的な諸課題の解

決に活用しようとしている。 

定期考査 

 

 

 

単元毎小

テスト 

定期考査 

 

 

 

調べ学習

内容 

調べ学習

態度の観

察 

 

提出物 

 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


